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 日本損害保険協会北海道支部(委員長：鈴木 恵子・東京海上日動火災保険株式会社 常務執行役員)は、冬

季に多発するスノーダクトの凍結による水濡れ事故防止を呼びかけるため、啓発チラシを作成しました。 

スノーダクトは、屋根に積もった雪が融けた際の水を排出するための溝のことで、無落雪屋根の代表的な

形式です。スノーダクト内に土泥や落ち葉等が詰まっていると、融雪水がスムーズに排水されず、スノーダ

クト内で凍結して、建物内への漏水につながる危険性があります。 

今回作成したチラシでは、実際に詰まったスノーダクトや、実際の建物内への漏水被害の様子を写した写

真を掲載し、チラシをご覧になった方に注意を呼びかける内容としています。 

また、チラシの裏面には、スノーダクトのチェックの方法や掃除の方法などの情報を載せるとともに、電

熱ヒーターやダクトカバーの活用についても呼びかけています。 

当支部では、住宅メーカー等の関係機関とも連携しながら、冬季に向けてスノーダクト凍結事故防止の啓

発活動を実施していきます。 

 

■2024年度スノーダクト凍結事故防止啓発チラシ 

   
 

＊下記URLからチラシ（PDF）をダウンロードいただけます。 

https://www.sonpo.or.jp/news/branch/hokkaido/2024/pdf/2409_chirashi.pdf 

 

 

スノーダクトの凍結による漏水事故防止啓発チラシを作成 

～漏水で数百万円を超える損害が発生することも。積雪前に屋根の点検・清掃を～ 

https://www.sonpo.or.jp/news/branch/hokkaido/2024/pdf/2409_chirashi.pdf?channel=.

